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呼吸器疾患群の年齢は， 0歳 1カ月から6歳 1カ月で，全体の平均年齢は1歳 10カ月であった.32名を














かったが， Neisseriasp.の呼吸器疾患群入院時ではHellmanI A期と IC期間， IA期と IIA期間，対照
群ではIA期と IC期間， IA期と IIA期間で有意差を認めた．鼻咽腔では呼吸器疾患群入院時および退
院時間での有意差は認められなかったが， MRSAの呼吸器疾患群入院時ではHellmanI A期と IC期間，
およびIA期とIIA期間で有意差を認めた．口蓋と鼻咽腔での増減の比較では， a streptococcus sp. 
のIA期，ルisseriasp.のIC期およびIIA期に有意差が認められた．
［結論】今回検討した6菌種においては，呼吸器疾患群に特有の病原微生物は口蓋からは認められなか
った しかし，口蓋ではHellmanの歯年齢を追うごとに増加する特異的な菌が認められた．また，歯が
未萌出である IA期においても口腔では菌が増加することにより，口腔衛生管理の必要性が示唆された．
